
21 回目となる今回のアウトサイダーアート展も、お陰様でたくさんの方々にご覧いた

だくことが出来ました。お忙しい中ご来場いただいた方々、毎回会場を提供いただき、

開催準備にまでご尽力をいただきましたアトレ新浦安の皆様、作品を提供してくださっ

た利用者の皆様や関係者の皆様に改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

アート展が始まったエピソードは以前にも何度か紹介したと思いますが、15 年前にアー

ト展をやろうと持ち掛けてくださったのは、当時アトレ新浦安で副店長を務めていらし

たOさんでした。Oさんは知り合ったばかりの頃から「 誰にでも優しい街になってほし

いんだよ…」 と仰っていました。そんな気持ちを持ったOさんは、私たち法人の「 誰も

が心豊かに、安心して、その人らしく共に暮らせる地域社会の実現」 という理念が、ご

自身の思いに近いと感じられたのでしょう。次第に深く、私たちの日々の活動に目を向

けて下さるようになりました。そうしたある日、障がいがある二人の職員が描いた絵を

見たことから、病気や障がいのある方たちが一生懸命描いた絵を、多くの人に見てもら

いたいと思われたのが、現在も続くアート展につながっています。

Oさんはアート展という場所を提供する方法で、優しい街にしたいという思いをひと

つ叶えようとして下さいました。

病気や障がいを抱えたり、高齢になったりして暮らしに不自由を感じるとき、こういう

制度やサービスがあったらいいなと思っても、それがすぐに叶うとは限りません。それ

でも当事者の人たちには、自ら声を上げることによって社会をよりよく変えていく力が

あると私は思っています。

当事者の方々が持つ希望や力を存分に発揮するには支援者が必要です。当事者の声に耳

を澄ますことを怠らない法人でありたいと、改めてアート展会場で思いました。

理事長 西田良枝

誰にでも優しい街を目指して始まった，アウトサイダーアート展

ありがとうNさん
第21回アート展
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昨年のクリスマスは市役所の展

示を見に行った。売店で焼き菓

子を両手いっぱい購入し、家族

にプレゼントかと聞くと頷いた。

美味しかったかな？

「 また来年ね、良いお年を」と笑

顔で別れたのが最期となった。

半 年 が 過 ぎ、 ま た ア ウ ト サ イ

ダー展の季節が来て、最期に描

いた作品として展示された。

改めて絵を拝見すると数々の思

い出が想起され、もっと色々し

たかった思いが強い。今もふと

つけたテレビ、お菓子やアイス、

いつも通った道、Nさんを思い出す。楽しい時間をありがとう。

たくさんの思い出をありがとう。これまでの製作に携われて本当

に幸せでした。Nさんのご冥福を心よりお祈り申し上げます。

Nさんの美術との出会いは美術プログラムに参加したことから。好

きな乗り物や映画、アニメなどを楽しそうに描き始めた。筆を握る

力が弱く可動域の制限もあったが、水彩画は筆に指の小さな動きが

伝わりやすいので相性が良かった。

アウトサイダー展の初めての作品は「 ホノ

ルル行きの飛行機」。先生に機体と羽のバラ

ンスを助言してもらい仕上げ、展示後たく

さんの感想をもらった。それ以降、「 みんな

がすごいね、かっこいいねと喜んでくれる

ものが描きたい」という想いも加わった。広

く人から褒められ認められた経験は、自信

になり強い原動力になったように思う。そ

の後数々の作品を出展した。

滝 「 河津七滝 大滝」野球場「 エスコンフィー

ルドHOKKAIDO」 宇宙船「 スターウォーズ

から3機」オーロラ「 アラスカの空」 今回船

「 僕が乗りたかった船」

ありがとう、
N さ ん

毎 年 ア ート 展 に 精 力 的 に ご 応 募 さ れ て い た N . T さ ん が 本 年 1 月 に 永
眠 さ れ まし た 。 今 回 、 ご 家 族 様 の ご 厚 意 に よりア ート 展 に 出 展 さ せ
て い た だ き まし た 。 ま た 、 親 交 の 深 かっ た ス タッフ T さ ん に N さ ん と
の 思 い 出 を 語って い た だ き まし た 。

好 き な こと
野 球 、 乗り物 、 ア ニ メ 、 映 画

生 前 の N さ ん 、 最 後 の 作 品 、「 僕 が 乗りた かっ た 船 」を 仕 上 げ た 時 の 表 情

N . T さ ん 「 僕 が 乗りた かっ た 船 」

Ｎ .  T さ ん
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マリーナの美術プログラムに週1

回参加しています。題材はプログ

ラムで用意される季節のモチーフ

に挑戦し、車椅子で腕の可動域に

制限もあるため、先生と筆の動き

に合わせて紙を動かしながら描い

ています。筆の運びがてんてんし

たりぴょんとはねたりする様子が

楽しく、毎回どんな作品になるか

ス タ ッ フ も と て も 楽 し み に し て

います。

Kさんは、マリーナテラスの美術プロ

グラムで、その時に頭の中に浮かんだ

イメージや好きなものを、心の赴くま

まの色やタッチで伸び伸びと描き、描

き終えると満足してさっと帰っていく

飄々とした色の魔術師です。

毎 年 行 うア ート 展 で 常 に 作 品 を 出 品 して い た だ く、 S さ ん 、 K さ

ん の お 二 人 に つ い て ス タッフ の 方 に お 話 伺 い まし た 。第 2 1 回 ア ート 展

第 2 1 回  アウト サ イダ ー ア ート 展 に つ い て の ご 報 告

作 品 出 品 数  3 9 点
来 場 者 集 計  9 9 4 名

集 計 時 間 　 1 0 〜 1 8 時

S ・ M さ ん 「 か い が ら い ろ い ろ 」

 K . T さ ん 「 花 火 」

好 き な こと
絵 本 を 読 む こと

好 き な こと
よさこいをおどること、

ダジャレを言うこと、

電車に乗って出かけること

S . M さ ん

K . T さ ん

＜＜第第 2211 回回  アアウウトトササイイダダーーアアーートト展展ににつついいててののごご報報告告＞＞  
 

 

①作品出品数 3399 点点 

②来場者集計   999944 名名  

(カウント時間 10時から 18時) 

 

  
開催日 来場者数 

9月 10日(水) 104 

9月 11日(木) 91 

9月 12日(金) 114 

9月 13日(土) 145 

9月 14日(日) 159 

9月 15日(月祝) 158 

9月 16日(火) 122 

9月 17日(水) 101 

 
994 

 

 

年代 人数 

0～9歳 1名 

10代 4名 

20代 13 名 

30代 23 名 

40代 22 名 

50代 28 名 

60代 16 名 

70代 27 名 

 
 
③会場アンケート集計 113300 枚枚    

 
(1) 今回のアート展は何でお知りになりましたか？ 該当するものを〇で囲んでください。 

①① 【【ポポススタターー】】    アアトトレレささんん入入口口  （（４４名名））  アアトトレレささんん店店内内（（２２８８））  ・・  とともも各各事事業業所所  （（1166 名名））  ・・    
                        そそのの他他((ほほっっぷぷ等等))  

②② 【【ちちららしし】】        アアトトレレささんん店店内内（（44 名名））  ・・  とともも各各事事業業所所よよりり((１１３３名名))  ・・  そそのの他他((ななしし))                                                                      
③③ 知知人人かかららのの情情報報  （（3355 名名））  
④④ たたままたたまま通通りりかかかかっったた（（５５７７名名））  
⑤⑤ そそのの他他（（利利用用者者、、実実習習生生、、職職員員、、他他  ））  
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●パーソナル・アシスタンス とも	 047-304-8808	 tomo@patomo.jp
●パーソナル・アシスタンス とも（予約専門）	 047-304-8811
●障害児通所支援事業所 マリーナ	 047-304-8815
●相談支援事業所 ふあり	 047-304-8860	 tomo-huali2@patomo.jp
●日中一時支援事業所 マリーナテラス	 047-304-8815
●キッチンカフェほっぷ 047-304-8820
●ハレレア 共同生活援助（グループホーム）	 047-304-8808
●浦安市基幹相談支援センター（相談窓口）	 047-304-8822	 tomo-soudan3@patomo.jp
●相談支援事業所きかん	 070-5588-8822
●浦安市障がい者等一時ケアセンター	 047-350-8771
●訪問看護ステーションとも	 047-304-8808
●パーソナル・アシスタンスとも	 070-5561-8808

福祉用具貸与販売事業所	

【個別のケアサービス】

●パーソナルケアセンター
・障害福祉サービス（居宅介護・重度訪問介護・行動援護）
・介護保険サービス（訪問介護・介護予防訪問介護）
・移動支援事業・浦安市通院ヘルプサービス事業
・パーソナルケアサービス（制度外の支援）
・介護保険外生活支援サービス 
●パーソナル・アシスタンスとも居宅介護支援事業所  【休止中】

【緊急時の宿泊も可能な支援】

●浦安市障がい者等一時ケアセンター事業（指定管理者）

【子どもの発達支援】

●障害児通所支援事業所 マリーナ
（児童発達支援／放課後等デイサービス）

【日中一時支援事業】

●日中一時支援事業所 マリーナテラス

編集後記 今年のアウトサイダーアート展もアトレ新浦
安店様のご協力のもと、たくさんの方にご来場いただ
きました。このアート展は来年以降も続けていきたい
と思っております。

ご 利 用 案 内

連絡先のご案内

事業名 電話番号　 　メールアドレス  

 047-304-8821FAX番号  w w w . p a t o m o . j p ▶

◆療育に関わるボランティア
イルカスイミングクラブ、生活塾、造形教室、体操教
室、音楽療法、ムーブメント療育、ダンス教室
卓球教室のサポート
◆フリマ・イベントでのお手伝い、
ケアルームのおもちゃ消毒など

社会福祉法人パーソナル・アシスタンスともご寄付のお願い

2025.0701 〜2025.0930 現在 ( 五十音順・敬称略 )

〒279-0022 千葉県浦安市今川 1-14-52
編集人：社会福祉法人 パーソナル・アシスタンスとも

ホームページ

ボランティア随時募集

「 とも 」を 支 えてくだ さる方々

ご協力をいただいたボランティアの皆様、物品寄付

寄付金をしていただいた皆様、いつもともを支えて

いただきありがとうございます

【様々な療育事業】

●イルカスイミングクラブ 　●音楽療法 　●ムーブメント療育 
●卓球教室　●造形教室　●ダンスクラブ　●体操

【日中活動・就労・機能訓練・余暇等の支援】

●就労継続支援 B 型事業所とも
・キッチンカフェほっぷ運営
・カフェテラスゆう（浦安市老人福祉センター内カフェ）運営
●ハレレア 共同生活援助（グループホーム）

【訪問看護事業】

●訪問看護ステーションとも

【生活支援のための相談】

●相談支援事業所きかん
・指定一般相談支援事業（千葉県指定）・指定特定相談支援事業（浦安市
指定）・指定障害児相談支援事業（浦安市指定）
●「相談支援事業所ふあり」指定特定相談支援事業（浦安市指定）
・指定障害児相談支援事業（浦安市指定）

【福祉機器等の貸与・販売】

●福祉用具のレンタルや販売、日生具、補装具など   【休止中】

社会福祉法人となっても、その財源は今までと何も変わらない現実です。
皆様からの寄付は現在行っている社会福祉事業に役立たせていただきま
す。皆様のご協力をお願いいたします。なお、「とも」への寄付は、以下
の税制上の優遇措置があります。
◆個人の方は、所得税に係る「寄付金控除の対象」になっています。
◆法人の場合は、一般の寄付金とは別枠で損金の額に算入することができます。
◆相続や遺贈によって受けた財産を寄付した場合は、その分は相続税の
対象外となります。

寄付金
振込先

銀行名：京葉銀行 新浦安支店　口座番号：普通 5429331
口座名義：社会福祉法人パーソナル ･アシスタンスとも
　　　　  理事長 西田良枝


